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河川整備計画の変更（案）
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福 井 県

河川整備計画の変更（案）
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九頭竜川水系 日野川ブロックの位置

①国管理区間

②下流部ブロック

③中流部ブロック

④上流部ブロック

⑤日野川ブロック
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⑤日野川ブロック

⑥足羽川ブロック



計画的に河川工事を実施する区間

日野川 ①清水山工区

福井市清水山町

L=約100m（護岸工，橋梁架替）

江端川

福井市江端町～下河北町

L=約2,600m（河道拡幅，河床掘削，護岸工）

浅水川

福井市三尾野町(日野川合流点)

～鯖江市鳥羽町(福井鉄道橋梁)

L=約4,700m（河床掘削，低水護岸工）

鞍谷川

鯖江市下河端町(浅水川合流点)

～越前市新堂町(服部川合流点)

L=約5,000m（築堤工，河道拡幅，河床掘削，護岸工）

天王川

越前町市（市姫橋）～宝泉寺

L=約2,000m（築堤工，河道拡幅，河床掘削，護岸工）

吉野瀬川・吉野瀬川放水路

越前市家久町～芝原１丁目 L=約2,400m

狐川

福井市角折町(日野川合流点)～福井市花堂中2丁目

L=約6,500m

（自然観察拠点，階段，飛び石，魚道，植栽）

福井市角折町(狐川排水機場) 排水ポンプの増設
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河和田川

鯖江市落井町(鞍谷川合流点)～河和田町(天神川合流点)

L=約4,200m（築堤工，河道拡幅，河床掘削，護岸工）

鯖江市片山町～上河内町

流下能力の部分的に著しく低い区間

服部川

越前市新堂(鞍谷川合流点)～朽飯町(水間川合流点)

L=約2,500m（河道拡幅，河床掘削，護岸工）

越前市家久町～芝原１丁目 L=約2,400m

鯖江市鳥井町～下司町 L=約630m（今回追加）

（放水路，築堤工，河道拡幅，河床掘削，護岸工）

ダム

鹿蒜川

南越前町今庄（今庄橋）～南今庄

L=約800m（河道拡幅，河床掘削，護岸工）

日野川 ③下平吹工区

越前市下平吹町

L=約400m（築堤工，護岸工）

日野川 ②村国工区

越前市村国

L=約350m（築堤工，護岸工）

☆ 赤文字は、今回の整備計画の追加箇所を示します。



吉野瀬川 河川整備計画の概要（現行）

拡大図

（河川工事の目的）
•概ね30年に1回程度の確率で発生する降雨による洪水(計画流量Ｑ=320m3/s)を安全に流下させ、吉野瀬川下流部で河川改
修及び放水路を新設する。また、上流部にダムを建設します。

計画流量配分図

（単位：m3/s）
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吉野瀬川流域図



①

吉野瀬川放水路工事の現況と進捗状況

平成28年12月撮影

日野川  吉野瀬川と吉野瀬川放水路との合流点
平成28年9月20日撮影

吉野瀬川増水時の状況

吉野瀬川放水路上流端
吉野瀬川放水路

吉野瀬川放水路

吉野瀬川（現川）

吉野瀬川（現川）合流点

③

④

②
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平成28年12月撮影

①

②

日野川合流点

 日野川と吉野瀬川放水路との合流点

吉野瀬川放水路は、
平成28年6月12日か
ら緊急時の通水可能
とした。

☆ 河川整備計画に基づき、現在、放水路工事を進めています。

吉野瀬川の水位が上昇した際に、緊急的に放水路に洪水を流しました。

平成20年8月撮影（国土地理院より）

吉野瀬川(現川)

平成28年9月20日撮影吉野瀬川放水路

④

③



日野川の水位上昇時における吉野瀬川（現川）への影響

放
水
路

吉
野
瀬
川

日野川

②下流の日野川が増水した時には、日野川の水位の上昇に伴い、
吉野瀬川（現川）の水位も上昇します。
水位が上昇した場合、現況の堤防では高さが足りないことから、

水位上昇時の対策が必要となります。

吉野瀬川（現川）
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路 川

分水堰

分水樋門

①吉野瀬川の増水時には、分水樋
門を閉じることで、洪水は現川に
流れ込みません。

☆ 日野川が水位上昇した場合に備えた吉野瀬川（現川）の対策が必要となります。

日野川



日野川の水位上昇時における吉野瀬川（現川）対策の検討

☆ 対策として２案を検討しました。

日野川の合流点付近に、樋門を設
置し、日野川が増水した時に、樋門
を閉じます。

樋門(案)

堤防嵩上げ(案) 吉野瀬川（現川）の堤防高が不足
する区間について、堤防を嵩上げし
ます。

堤防嵩上げ区間

樋門



樋門事例

【樋門（案)】

日野川と吉野瀬川の合流点に樋門を設置します。

日野川の水位上昇時における吉野瀬川（現川）対策の検討

底喰川樋門
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【堤防嵩上げ（案）】

 堤防高が不足する区間について、吉野瀬川（現川）の堤防を日野川と同じ規格（堤防高、天
端幅）にします。

日野川の水位上昇時における吉野瀬川（現川）対策の検討

堤防高が不足する区間
L=約630m

下司橋
Ａ

9
 堤防高が不足する区間（日野川合流点～下司橋まで）について、堤防を嵩上げする。
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日野川の水位上昇時における吉野瀬川（現川）対策の比較

樋門(案) 堤防嵩上げ(案)

工事概要
樋門 ：１基
築堤 ：１式

堤防嵩上げ：約630m

補償工事

排水機場 ：１式
取水堰 ：１基
市道橋 ：１橋
樋管 ：２基

樋管：４基

概算工事費 約3億2千万円 約2億4千万円
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河川施設の維持管理
• 鋼構造物やコンクリート構造物の劣化に
注意を要する。

• 樋門の動作点検が必要である。

･ 土構造の堤防は劣化が起きにくい。
• 堤防点検が必要である。

河川環境への影響 • 工事中は、濁水対策が必要である。
• 広範囲で堤防法面の改変が生じるため、
在来植物を回復するための工夫が必要で
ある。

生活環境への影響 • 工事中は、左岸堤防が通行止めとなる。
• 工事中は、左岸堤防が通行止めとなる。
• 堤防が高くなるため、現在に比べて昇降
の負担が大きい。

総合評価 △ ○

☆対策(案)を比較検討した結果、堤防嵩上げ(案)が優位となります。



整備にあたり環境に配慮する事項
主にカナムグラ群落が繁茂しています。希少種は確認されませんでした。
在来植生の種が混入している現況堤防の表土を、整備後の堤防の表土とし
て覆土利用することにより、在来植生の早期活着・復元

を図ります。

カナムグラ群落

カナムグラ群落

① ②

カナムグラ群落

カナムグラ群落

セイタカアワダチソウ群落

カナムグラ群落 カナムグラ群落

下司橋

堤防嵩上げ区間

オオオナモミ群落

カナムグラ群落

ウキヤガラ－マコモ群落

①

平成28年10月調査
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カナムグラ群落

②

平成28年8月撮影平成28年8月撮影



日野川ブロック河川整備計画の変更（案）

平成21年8月 平成28年12月
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日野川ブロック河川整備計画の変更（案）

平成21年8月 平成28年12月
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日野川ブロック河川整備計画の変更（案）

平成21年8月 平成28年12月
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日野川ブロック河川整備計画の変更（案）

平成21年8月 平成28年12月
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日野川ブロック 河川整備計画変更の概要

吉野瀬川(現川)対策の追加

 放水路工事、河川整備計画に基づき、来年度の完成に向け着実に進捗。

 増水時に３回放水し、現川の水位を低下させるなど、治水効果も発現。

 一方、吉野瀬川（現川）堤防高が、日野川堤防高よりも低い区間あり。
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 一方、吉野瀬川（現川）堤防高が、日野川堤防高よりも低い区間あり。

 日野川が増水、水位が上昇した場合、吉野瀬川（現川）の水位も上昇す

るため、この区間が安全とはいえない状況。

 吉野瀬川（現川）についての対策が必要。

 この対策について関係者との協議が整ったため、河川整備計画に追加。


